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図 17
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図 18
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【問 9 自分が治る見込みがなく死期が迫っている (6ヶ 月程度あるいはそれより短
い期間を想定)と告げられた場合の延命医療について】

一般国民及び医療福祉従事者ともに、延命医療に対して消極的な回答 (「 どちらかと
いうと望まない」、「望まない」)を した者の割合が多かつた (図 19)。
また、延命医療について家族と話し合いをしている者の方が、話し合いをしていな

い者よりも延命医療に消極的な回答をした者の割合が多かつた (図 20)。 年代別では、
一定の傾向は見られなかつた (図 21)。

なお、前回は「どうすべきか」という客観的な意見を質問したのに対し、今回は「自
分ならどうするか」と質問したため、前回との比較は困難である。
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図 21
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【問 10 自分が突然重い病気や不慮の事故などで、適切な医療の継続にもかかわらず
治る見込みがなく死が間近に迫つていると告げられた場合、具体的にどのような治
療の中止を望むか (問 9で 「どちらかというと延命医療は望まない」「延命医療は
望まない」と回答した者を対象)】

図 22

一般国民及び医療福祉従事者ともに「人工呼吸器等、生命の維持のために特別に用
いられる治療まで中止」と回答 した者の割合が最も多かった。「胃ろうや中心静脈栄養
などによる栄養補給まで中止」と回答 した者の割合は、一般国民よりも医療福祉従事
者の方が多かうた。また「点滴の水分補給など、一切の治療を中止」と回答 した者の
割合は、一般国民よりも医療福祉従事者の方が少なかつた (図 22)。

延命医療について家族と話 し合いをしていない者の方が、話 し合いをしている者よ
りも「わからない」と回答 した者の割合が多かった (図 23)。 年代別では、一定の傾
向は見られなかつた (図 24)。

一般 12

医師 0

看護 ｎ
υ

介護 05

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国人工呼吸等、生命の維持のために特別に用いられる治療まで中止
日胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止
口点滴等の水分補給など、一切の治療を中止してほしい

口わからない

口無回答

428 204 18.4 172

512 29.9 152   34

531 286 137    4.1

424 393 10.1
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図 23

図 24
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【間 11 自分が突然重い病気や不慮の事故などで、適切な医療の継続にもかかわらず
治る見込みがなく死が間近に迫っていると告げられた場合、具体的にどのような医

療・ケア方法を望むか (間 9で 「どちらかというと延命医療は望まない」「延命医

療は望まない」と回答した者を対象)】

一般国民及び医療福祉従事者ともに「痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和らげる

ことに重点をおく方法」と回答 した者の割合が、前回に比べて減少しているものの、

最も多かつた。

また、前回と比べると「延命医療を中止 して、自然に死期を迎えさせるような方法」

と回答 した者の割合が増え、「医師によつて積極的な方法で生命を短縮させるような方

法」と回答 した者は減少している (図 25)。

また、延命医療について家族との話 し合いの有無や年代別では、一定の傾向は見ら

れなかつた (図 26・ 図 27)。
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図 26
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【間 12 自分が突然重い病気や不慮の事故などで、適切な医療の継続にもかかわらず
治る見込みがなく死が間近に迫つていると告げられた場合、医師によつて積極的な

方法で生命を短縮させるような方法をとるときの条件 (間 11で 「医師によつて積
極的な方法で生命を短縮させるような方法」と回答した者を対象)】

回答者数が少ないため、一定の傾向を見出す ことは困難であるが、一般国民では「死

期が迫つていること」、「患者の痛みが甚だ しいこと」 と回答 した者の割合が多かった

(図 28)。

医学的にみて患者が不治の病に目され、 しかもその死期

が日前に追つていること
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医師
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介護

医師 の手 によることを原則 とし、これがで きない場合は

世間が納得できるだけの特別の事情があること
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介 護

患者の痛みが甚だ しく、誰もがこれを見るに忍びないほ
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医師が十分に患者に説明して、患者が納得した後で行わ
れること
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方法が常識的に妥 当なものとして認めえるもであること
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【間 13 自分の家族が治る見込みがなく死期が追つている(6カ 月程度あるいはそれ

より短い期間を想定)と 告げられた場合の延命医療について】

一般国民及び医療福祉従事者ともに、延命医療に対 して消極的な回答 (「 どちらかと

いうと望まない」、「望まない」)を した者の割合が多かつた (図 29)。

また、延命医療について家族と話 し合いをしている者の方が、話 し合いをしていな

し`者よりも延命医療に消極的な回答をした者の割合が多かつた (図 30)。 年代別では、

一定の傾向は見られなかつた (図 31)。
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0070 20010 40% 60% 80% 100%

口延命医療を望む

□どちらかというと延命医療は望まない

口延命医療は望まない

回ゎからない

口無回答
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90 466 301 133
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図 29
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図 30

図 31
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【間 14 自分の家族が治る見込みがなく死期が迫っている(6カ 月程度あるいはそれ

より短い期間を想定)と 告げられた場合具体的にどのような治療の中止を望むか

(間 13で「どちらかというと延命医療は望まない」「延命医療は望まない」と回答
した者を対象)】

一般国民及び医療福祉従事者ともに「人工呼吸器等、生命の維持のために特別に用

いられる治療まで中止」と回答した者の割合が最も多かつた (図 32)。

また、延命医療について家族との話し合いの有無や年代別では、一定の傾向は見ら

れなかつた (図 33・ 図34)。
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口人工呼吸等、生命の維持のために特別に用いられる治療まで中止

口胃ろうや中心静脈栄養などによる栄養補給まで中止

日点滴等の水分補給など、一切の治療を中止 してほしい

口わからない

口無回答
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59.9 288 68  37

467 421 44 58
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【間 15 自分の家族が治る見込みがなく死期が迫っている(6カ 月程度あるいはそれ

より短い期間を想定)と 告げられた場合、具体的にどのような医療・ケア方法を望

むか (間 13で 「どちらかというと延命医療は望まない」「延命医療は望まない」と

回答した者を対象)】

一般国民及び医療福祉従事者ともに「痛みをはじめとしたあらゆる苦痛を和 らげる

ことに重点をおく方法」と回答 した者の割合が最も多かつた (図 35)。

また、延命医療について家族との話 し合いの有無や年代別では、一定の傾向は見 ら

れなかつた (図 36・ 図 37):
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